
熊
本
地
震
発
生
か
ら
の
市
の
状
況

平
成
28
年
４
月
14
日
に
前
震
、
16
日
に
本
震
が
発
生
し
た
熊
本

地
震
。
本
市
で
も
震
度
６
が
２
度
観
測
さ
れ
、
甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
地
震
か
ら
10
年
、
改
め
て
防
災
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

【問い合わせ先】 防災交通課 ☎０９６８（25）７２０３

災
害
警
戒
本
部
設
置（
自
動
）

災
害
対
策
本
部
設
置

避
難
所
４
カ
所
を
開
設

市
内
全
域
に「
避
難
勧
告
」

そ
の
後
も
備
蓄
品
の
確
保
や
自

治
体・
民
間
企
業
と
の
連
携
協

定
な
ど
、防
災
力
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。

避
難
所
を
27
カ
所
に
増
設

菊
之
池
体
育
館
で
支
援
物

資
の
受
け
入
れ
準
備
開
始

開
設
避
難
所
の
避
難
者
数

が
最
大（
５
０
５
２
人
）と
な
る

全
域
で
水
道
が
復
旧
し
、自
衛

隊
の
給
水
活
動
が
終
了

災
害
復
興
本
部
へ
移
行

開
設
避
難
所
閉
鎖

菊
池・
阿
蘇
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の

仮
復
旧
が
完
了

断
続
的
な
強
い
雨
に
よ
り
、地

震
で
地
盤
が
緩
ん
で
い
た
斜
面

で
大
規
模
な
崖
崩
れ
が
発
生

文
化
会
館
で「
熊
本
地
震
復
興

の
集
い
」を
開
催
。
地
震
の
経

験
を
後
世
に
語
り
継
い
で
い
く

と
と
も
に
、支
援
を
い
た
だ
い

た
自
治
体
や
団
体
に
感
謝
を
伝

え
た

菊
池
渓
谷
が
２
年
ぶ
り
に
再
開

道
の
駅
旭
志
に
、防
災
拠
点
施

設
が
完
成

総
合
体
育
館
に
、防
災
備
蓄
倉

庫
が
完
成

道
の
駅
泗
水
に
、防
災
拠
点
施

設
が
完
成

「
き
く
ち
防
災・行
政
ナ
ビ
」

配
信
開
始

震
度
５
強

震
度
６
強

21：26 1：25 22：00 １：30順次7：3023：00

４.14４.16５.９7.1 ５.４12.28 梅雨時期4.16３.24２.５11.12 ７.31 11.１

緊
急
消
防
援
助
隊（
大
阪
府
）

が
総
合
体
育
館
を
拠
点
に

阿
蘇
地
方
を
支
援

23：50陸
上
自
衛
隊
第
３
師
団（
兵
庫

県
）が
市
に
到
着
し
、給
水
支
援

を
開
始

４.17

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
、ボ
ラ

ン
ティ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設

４.18

被
災
建
築
物
応
急
判
定
実

施
本
部
設
置

18：30

４.20

「
避
難
勧
告
」を
解
除

15：0011：00

５.２

人的被害と建物被害

　地震は苦しい経験でしたが、「支え合い」という希望の
光が被災地を照らしていました。その様子を当時の広
報紙と動画で取り上げてい
ます。苦しい中でも力強く
立ち上がった姿を振り返っ
てみてください。

令和５年３月３１日確定

平成30年３月13日確定

熊本地震で発生した旭志グラウンドの地盤沈下

令和５年３月３１日確定令和５年３月３１日確定

令和５年３月３１日確定

参考：平成28年熊本地震 記録集 ～農林水産業関係 ２年間の歩み～（県農林水産部）

震度別回数

罹災証明発行

自治体 義援金・寄附金

過去を忘れないために

201820202021 2017 2016

盤
沈
下
が
発
生
。
広
範
囲
の
停
電
や

一
部
地
域
で
の
断
水
、家
屋
倒
壊
な
ど
、

各
所
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
地
震
発
生
直
後
か
ら

市
民
に
よ
る
支
援
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

炊
き
出
し
や
支
援
物
資
の
配
達
、が
れ

き
の
撤
去
作
業
な
ど
、
市
民
一
人
一

人
が
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
始
め
、

お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
確
実
に
復

興
へ
の
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

防
災
に
必
要
な
３
つ
の
「
助
」

　

あ
の
日
か
ら
10
年
―
。
地
震
は
予

測
し
づ
ら
く
、
次
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
熊
本
地
震
の
経

験
を
生
か
し
、次
の
地
震
に
備
え
る
こ

と
が
、命
を
守
る
第
一
歩
で
す
。

　

防
災
に
は
、
自
分
で
自
分
を
守
る

「
自
助
」、地
域
で
助
け
合
う
「
共
助
」、

行
政
が
行
う
「
公
助
」
の
３
つ
の
助
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、今

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

予
期
せ
ぬ
大
災
害

　

平
成
25
年
、
政
府
の
地
震
調
査
委

員
会
は
、
熊
本
地
震
の
原
因
と
な
っ

た
布
田
川
断
層
の
地
震
発
生
確
率
を

「
今
後
30
年
以
内
に
最
大
０・
９
％
」

と
見
積
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、熊
本
地
震
で
は
前
震
と

本
震
で
、立
て
続
け
に
震
度
７
を
観
測
。

当
時
、日
本
で
震
度
７
を
観
測
し
た
の

は
５
度
目
で
す
が
、続
け
て
観
測
し
た

の
は
熊
本
地
震
が
初
。
前
例
の
な
い
大

災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

被
災
か
ら
復
興
へ

　

本
震
が
発
生
し
た
４
月
16
日
、
旭

志
地
区
で
最
大
震
度
６
強
を
観
測
。

市
内
全
域
に
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
、

前
震
後
に
開
設
し
て
い
た
４
カ
所
の
避

難
所
を
27
カ
所
に
増
や
し
ま
し
た
。

　

16
日
の
夜
に
は
５
千
人
を
超
え
る

人
が
避
難
。
旭
志
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
地

項  目 被害状況震  度 菊池市 熊本県

項  目 件  数

項  目 自治体数（延べ） 項  目 件  数 金  額

平成28年６月号 動 画

項  目 被害状況

人的被害
死　亡   ４人（災害関連死）
重　傷 20人
軽　傷 56人

建物被害
住　宅 ［ 全壊 ］ 58棟　［ 大規模半壊 ］ 74棟

［ 半壊 ］610棟　［ 一部損壊 ］2898棟

その他 ［ 全壊 ］371棟　［ 大規模半壊 ］133棟
［ 半壊 ］746棟　［ 一部損壊 ］  866棟

震  度 菊池市 熊本県
震度４ 24 120
震度５弱 2 13
震度５強 2 5
震度６弱 1 3
震度６強 1 2
震度７ 0 2

項  目 件  数
住家・納屋 6137

農 業 関 係 175

店舗・工場 378

項  目 自治体数（延べ）
物　資 72
人　員 25
その他 18

項  目 件  数 金  額
義 援 金 682 1億824万5374円

寄 付 金 174 6112万1590円

農林産業関係の被害
項  目 被害状況項  目 被害額

農作物被害 １億5971万１千円
農業施設被害 39億3903万１千円
農地・農業用施設（田畑や農業用水路など） ４億4500万円
林業被害 ５億5387万円

市への支援

熊本地震での市の主な被害

5 42026 April広報きくち2026 April広報きくち



自共 助助

令和4年に防災士の資格を取得。令和6年
から市防災マイスターとしても活動し、地
域や学校で防災講座を実施している。令和
７年8月に菊池市防災士会の会長に就任。

藤田区自主防災会
平成２６年に設立し、翌年から年に１回、防
災訓練を実施。令和５年に区の防災計画
を作成。令和7年2月、第29回防災まちづ
くり大賞日本防火・防災協会長賞を授賞。

防
災
は
ま
ず

「
自
助
」か
ら
―

地
域
で
取
り
組
む

助
け
合
い 田た

嶌し
ま

秀ひ
で

美み

さ
ん（
東
正
観
寺
）

菊
池
市
防
災
士
会
会
長
、市
防
災
マ
イ
ス
タ
ー

岩い
わ

木き

博ひ
ろ

文ふ
み

副
会
長
㊥

髙た
か

木き

孝た
か

弘ひ
ろ

会
長
㊧

髙た
か

木き

良り
ょ
う

一い
ち

顧
問
㊨

（
防
災
士
、市
防
災
マ
イ
ス
タ
ー
）

藤
田
区
自
主
防
災
会

昨年３月の避難訓練には、区民約
100人が参加。

地震や火災、風水害など、さまざま
な災害に対応するために区の防災計
画を作成し、役割分担を定めています。

計
画
書

地震や大雨、台風など、災害に
応じた防災行動を時系列的に
整理できます。作
り方などの詳細は、
市総合防災 マップ
や県ホームページ
で確認できます。

避難の拠点となる公民館は洪水浸水区域に位置してい
るため、洪水に備えて公民館の他に5カ所の避難場所を
設定しています。

熊本県立大学協力の下、区内の河川に定点カメラを設置。
カメラの映像は誰でも、いつでも見ることができ、避難
するかどうかの判断に役立てています。

藤田区の特徴ある取り組み

地区防災計画

分散型避難

大学との連携

年に1回 防災訓練
マイタイムラインの作成

寝室や子ども部屋、高
齢者のいる部屋には大
きな家具を置かない、
タンスや冷蔵庫、食器
棚などは L 字金具で固
定するなど、大きな揺
れに備えましょう。

家の中の
安全対策

食料の他に、衣類やタ
オル、携帯の充電器な
ど避難所で使うものを
リュックにまとめ、いざ
というときにすぐ持ち
出せるように準備して
おきましょう。

防災リュックに
必需品をまとめる

貴重品も持ち出しやす
いように準備しておき
ましょう。紛失したと
きに備えて、原本のコ
ピーをとり、備蓄品と
一緒に保管しておくと
便利です。

免許証や通帳などの
コピーを用意

自分の身を守るための備え ※詳細「市総合防災マップ」

ホームページ

助
け
に
な
り
ま
す
」
と
続
け
ま
す
。

　

避
難
所
の
場
所
や
経
路
な
ど
、災
害

が
起
き
る
前
に
し
っ
か
り
と
確
認
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

普
段
か
ら
で
き
る
備
え

　
「
熊
本
地
震
で
は
、水
が
濁
り
約
２

週
間
、
水
道
水
を
使
え
ま
せ
ん
で
し

た
」。
普
段
は
気
に
せ
ず
に
使
用
し
て

い
た
も
の
が
、
急
に
使
え
な
く
な
っ
た

経
験
か
ら
、備
蓄
品
の
大
切
さ
を
学
ん

だ
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

人
間
は
１
日
あ
た
り
２
～
３
㍑
の
水

が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
が

多
い
と
備
蓄
す
る
量
も
増
え
、一
度
に

準
備
を
す
る
と
、保
管
場
所
の
確
保
も

大
変
で
す
。

自
分
の
命
を
守
る
行
動
を

　
「
災
害
が
起
き
た
と
き
、最
優
先
は

自
分
の
身
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
で

す
」。
菊
池
市
防
災
士
会
の
田
嶌
秀
美

会
長
は
力
を
込
め
ま
す
。「
災
害
が
起

き
た
時
は
慌
て
て
し
ま
い
、冷
静
に
行

動
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
自
分
の
行
動
を
決
め
て
お
く

『
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
』
を
作
成
す
る

と
、冷
静
な
行
動
や
早
め
の
避
難
の
手

　

飲
料
水
や
食
料
品
は
、普
段
か
ら
少

し
多
め
に
購
入
す
る
と
、余
り
を
備
蓄

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
古
い

も
の
か
ら
消
費
し
、新
し
い
も
の
を
買

い
足
す
「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
」
を

日
常
的
に
取
り
入
れ
る
と
、量
も
保
管

場
所
も
無
理
な
く
備
蓄
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
「
小
さ
な
ポ
ー
チ
に
常
備
薬
や
テ
ィッ

シ
ュ
、
好
き
な
お
菓
子
な
ど
を
入
れ
、

普
段
よ
く
使
っ
て
い
る
カ
バ
ン
に
入
れ

て
持
ち
歩
く『
ち
ょ
っ
と
備
蓄
』
も
お

勧
め
で
す
」
と
田
嶌
さ
ん
。

　
「
備
蓄
品
は
災
害
時
に
し
か
使
わ
な

い
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
普
段
使
っ
て

い
る
も
の
や
食
べ
て
い
る
も
の
な
ど
、自

分
に
合
っ
た
も
の
を
災
害
時
で
も
使
え

る
よ
う
に
備
蓄
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

災
害
が
起
き
た
と
き
、
最
優
先
す

る
べ
き
は
自
分
を
守
る
こ
と
。
自

分
で
で
き
る
日
頃
の
備
え
に
つ
い
て
、

防
災
士
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

被
害
を
最
小
に
抑
え
、少
し
で
も
早
く

復
興
す
る
た
め
に
は
、地
域
の
協
力
体

制
が
必
要
で
す
」

み
ん
な
の
力
を
結
集

　
「
過
去
に
区
内
の
川
が
氾
濫
し
た
こ

と
が
あ
り
、み
ん
な
が
防
災
の
大
切
さ

を
感
じ
て
い
た
と
思
い
ま
す
」。
副
会

長
を
務
め
る
岩
木
博
文
さ
ん
は
、現
役

消
防
団
員
の
頃
、胸
ま
で
つ
か
る
ほ
ど

の
河
川
氾
濫
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

区
に
は
、
災
害
を
経
験
し
た
消
防

団
、
市
役
所
、
警
察
の
Ｏ
Ｂ
な
ど
、
緊

急
時
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
人
材
が
い
ま
す
。

会
の
設
立
に
よ
り
、そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

区
全
体
に
共
有
す
る
こ
と
が
可
能
に
―
。

ま
た
、消
防
署
や
熊
本
県
立
大
学
な
ど

備
え
の
大
切
さ
を
実
感

　
「
訓
練
の
お
か
げ
で
、熊
本
地
震
発

生
か
ら
１
時
間
で
全
区
民
の
安
否
を

確
認
で
き
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、藤

田
区
自
主
防
災
会
の
髙
木
孝
弘
会
長
。

　

安
否
確
認
後
は
、
地
域
を
巡
回
し

被
災
状
況
を
確
認
。
倒
壊
し
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
を
協
力
し
な
が
ら
撤
去
す
る
な
ど
、

迅
速
な
復
旧
作
業
が
実
施
で
き
ま
し
た
。

　
「
声
を
掛
け
合
う
だ
け
で
も
、逃
げ

遅
れ
や
二
次
被
害
を
防
止
で
き
ま
す
。

の
専
門
機
関
と
も
連
携
が
可
能
に
な
り
、

区
内
外
の
力
を
合
わ
せ
て
、着
実
に
地

域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

普
段
か
ら
の
交
流
が
重
要

　
「
会
の
立
ち
上
げ
や
訓
練
が
最
初
か

ら
順
調
に
進
ん
だ
の
は
、普
段
の
交
流

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」。
会
の

設
立
当
初
か
ら
訓
練
に
携
わ
り
、現
在

は
防
災
士
と
市
防
災
マ
イ
ス
タ
ー
で
あ

る
髙
木
良
一
顧
問
は
こ
う
話
し
ま
す
。

　
「
区
で
は
、20
年
以
上
前
か
ら
夏
祭

り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
交

流
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
熊
本
地
震
で

は
地
域
が
一
丸
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
、地
域
の
交
流
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
」

一
人
の
力
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
を
補
い
合
う
地
域
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

※役職は取材時点

7 62026 April広報きくち2026 April広報きくち



日向灘地震 南海トラフ

南海地震

フィリピン海プレート

ユーラシアプレート

国の発表によると、菊池市では震度５強
の地震が発生すると予想されています。 東南海地震

東海地震 公助「知ること」は防災の第一歩
　防災の第一歩は「知ること」です。
自分や家族のために、ぜひご利用く
ださい。

きくち防災・行政ナビ

南海トラフ地震の予測範囲

公民館主催講座「熊本地震10年」 出前講座 「命を守る防災のおはなし」

菊池市総合防災マップ

菊池市安心安全メール

　防災無線や生活に役立つ情報な
どを、スマートフォンやタブレット端
末で受信できる多言語対応の無料
アプリケーションです。

　当時の菊池の様子を振り返るとともに、熊本地震震
災ミュージアムの見学も実施予定です。防災意識と地
域の絆の大切さを改めて考えるきっかけにしませんか。

※申込方法や詳細は15㌻「キクロスだより」をご覧ください

　近年、災害が多発する中、自分の命を守るために一
人一人が取り組む「自助」のポイントを防災交通課の職
員が分かりやすく説明します。㈯㈰㈷も実施可能です。

当時の危機管理専門委員に聞く

市民 20人 700円

❶５月22日㈮ 午前10時～11時30分
❷５月29日㈮ 午前９時～正午

市内在住または在学・在勤で、10人以上の団体

防災交通課 ☎0968（25）7203

※�会場は市内に限ります。会場の⼿配や準備などは、申込者
でお願いします対 象 定 員 受講料

日 程 対 象

申し込み先

　洪水浸水想定区域や土砂災害（特
別）警戒区域などの情報の他、指定
緊急避難場所の所在や防災に役立
つ知識なども掲載しています。

右記の二次元コードを読み
込むと、手順❶空メールの宛
先入力の手間が省けます。

※防災マップは全戸配布しています

ホームページ
からも見るこ
とができます。

❶ �宛先に「kam@123123.tv」と入
力し、空メールを送信。

❷ �10分程度で届く「菊池安心メール
のご登録」を開き、文章の下段に
あるURL（アドレス）を選択。

❸ �「会員登録」画面を開いたら、当
てはまる項目を選択して登録。

Android iPhone

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
が
、全
て
の
被

災
者
に
支
援
が
行
き
届
く
に
は
時
間

が
か
か
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
」

と
松
永
管
理
監
。

　

熊
本
地
震
で
は
、本
震
が
発
生
し
た

日
に
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
や
市
民
に
よ
る
炊

き
出
し
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
２
日

後
に
は
、市
社
会
福
祉
協
議
会
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
物
資

の
配
達
や
が
れ
き
の
撤
去
作
業
を
実
施
。

多
く
の
人
が
協
力
し
合
い
、力
を
合
わ

せ
る
こ
と
で
、着
実
に
復
興
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
被
害
を
最
小
に
抑
え
、い
ち
早
く

復
興
に
向
か
う
た
め
に
は
、全
て
の
力

を
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
い
ざ

と
い
う
時
の
た
め
に
、あ
ら
ゆ
る
人
た

ち
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
」

備
え
と
啓
発

　
「
平
成
24
年
九
州
北
部
豪
雨
の
経

験
か
ら
、防
災
体
制
の
強
化
や
備
蓄
品

の
確
保
を
進
め
て
き
ま
し
た
」。
松
永

慶
二
危
機
管
理
監
は
こ
う
続
け
ま
す
。

「
市
で
も
備
蓄
を
し
て
い
ま
す
が
、
数

量
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を
補

う
た
め
に
、民
間
企
業
や
他
自
治
体
と

の
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
」

　

市
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、防
災

訓
練
や
出
前
講
座
、防
災
人
財
の
育
成

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
29
年

２
月
か
ら
防
災
士
養
成
講
座
を
開
始

し
、こ
れ
ま
で
に
３
０
０
人
以
上
が
防

災
士
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
に
は
キ
ク
ロ
ス
カ
レ
ッ

ジ
が
ス
タ
ー
ト
し
、
防
災
マ
イ
ス
タ
ー

も
誕
生
。
地
域
や
学
校
で
防
災
講
座

を
開
催
す
る
な
ど
、人
財
と
市
が
協
力

し
な
が
ら
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

連
携
の「
力
」

　

災
害
が
発
生
す
る
と
、市
は
地
域
防

災
計
画
に
基
づ
き
、対
応
を
行
い
ま
す
。

現
状
の
把
握
と
整
理
、避
難
所
の
開
設

や
物
資
の
配
給
な
ど
、被
災
者
が
い
ち

早
く
元
の
生
活
に
戻
る
た
め
の
支
援
を

行
い
ま
す
。「
す
ぐ
に
支
援
が
で
き
る

も
し
も
の
こ
と
が
あ
っ
た
ら
と
思
う
と
、

何
か
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
」。
防

災
士
の
田
嶌
さ
ん
は
、母
親
と
し
て
の

心
境
を
語
り
ま
す
。

　

災
害
は
、い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、今
、私
た
ち
が
や
る
べ
き

こ
と
は「
備
え
る
」こ
と
で
す
。

　
で
き
る
と
き
に
、で
き
る
だ
け
の
備

え
を
―
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
今

一
度
整
理
し
て
、い
ざ
と
い
う
と
き
の

備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

自
分
と
家
族
を
守
る
た
め
に
ー

　

今
後
30
年
の
う
ち
に
８０
％
程
度
の

確
率
で
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
。
太
平
洋
沿
岸
の
地
域

を
中
心
に
、過
去
最
大
規
模
の
被
害
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本

市
へ
の
給
水
を
は
じ
め
と
し
た
支
援
が

見
込
め
な
い
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
「
全
国
で
も
大
き
な
災
害
が
起
き

て
い
ま
す
。
自
分
の
子
ど
も
、
家
族
に

熊
本
地
震
の
発
生
以
降
、
国
内
で
は
２
度
の
震
度
７
を
観
測
。
今

後
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
も
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
と
き
命
を
守
る
た
め
に
、
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
―
。

災害発生時は、全ての力を合わせる必要があります。
その受け皿となる行政の取り組みを聞きました。

野
の

村
むら

浩
こう

司
じ

さん（深川）

フィリピン海プレート
ユーラシアプレート

押しながら、年に数
センチずつ、沈み込
んでいく

防災力の
受け皿として―

松
まつ

永
なが

慶
けい

二
じ

危機管理監防災交通課

防災出前講座で、説明を行う防災交通課の米
よね

村
むら

雅
まさ

司
し

係長

「想定外」をなくす努力が必要
　前震後も高い警戒態勢を維持してい
たので、本震時は迅速な初動対応ができ
ていたと思います。
　市民の皆さんによる炊き出しや県外
からの応援など、多くの支援をいただき、
当時を思い返すと感謝しかありません。

　災害ではよく「想定外」という言葉が
使われます。想定外があるのは仕方の
ないことですが、できるだけ少なくする
ための取り組みが必要です。
　過去の教訓を無駄にしないよう、日頃
からの備えが大切だと思います
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